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１月２９日（日）お昼から実施いたしました。寒さを心配しましたが、当日はそう寒くもなくてほっとしました。
また、インフルエンザや感染性胃腸炎も流行している最中ですので、子どもたちが欠席しないかも心配でしたが、
全員元気に登校してくれたことが何よりでした。

最初は４，５，６年生による「上を向いて歩こう」の ５，６年生は、昨年に引き続き｢月瀬の宝｣を発表し
合奏、リコーダーと鍵盤ハーモニカだけでしたが、美し ました。秋に実施した｢校区探検｣をもとに、今年は、
いメロディが響きました。次に、５年の髙根璃久君の初 劇でなく、画像と作文で発表しました。溝上の英彦山
めの言葉。月瀬の伝統と地域への感謝を堂々と発表しま （田上吏音さん）、じそうさん（杉本颯真君）、月田の
した。その後、｢月瀬の宝｣の全員合唱。６年の田上楠梨 源九郎さん（藤本真太郎君）と語り部の髙根千代子お
さんと田上吏音さんの出だしのソロ、うっとりしました。 ばあちゃん（田上楠梨さん）、箱谷の金比羅さん（髙
オープニングから、感動してしまいました。 根璃久君）の発表がありました。

その後、｢コンドルは飛んでいく｣｢クラッピングファ
ンタジー｣の合奏をしました。わずか５人でしたが、と
ても上手でした。

プログラムの１番は１，２年生です。１年生の国語の
教科書に載っている「くじらぐも」のお話をもとに、校
区探検やいろいろな体験活動を合わせて発表しました。
前村実倫さんがくじらぐも役、役に合わせて白いセータ 今年は、「まつり」を群読しました。群読は一人で
ーを着てくれました。井本莉未さんが先生役、衛藤友紀 いうところ、グループでいうところ、みんなでいうと
さん、井本美羽さん、溝上咲優さんが子どもたち役、宮 ころなどを交えて行いますので、みんなの息が合わな
本颯冴君と茂田凰希君がナレーター役でした。途中、セ いと成功しません。この「まつり」はふつう中高学年
リフの順番を間違えるところもありましたが、あわてる 向きなのですが、１６人全員で挑戦しました。本番は
ことなく進めていました。溝上のところで、光明寺、月 バッチリでした。
瀬簡易郵便局、永遠希自動車、髙木秋男さんが作ったサ 月瀬太鼓は｢エイヤー」｢月瀬太鼓２０１６｣を演奏し
ツマイモの収穫、長寿会の皆さんと触れ合ったグランド た後、引継式を行いました。３名の６年生、今まであ
ゴルフ、門松作り、米作りなど体験したことをのびのび りがとうございました。おかげでいつも素晴らしい演
発表しました。 奏を聴くことができました。残りわずかですが、下級

生にしっかりと太鼓の指導をよろしくお願いします。

４年生は国語で習った「ごんぎつね」の話を発表しま
した。ごんを髙木麟君、兵十を衛藤翔琉君、おかみさん
を田上真稟さん、加助を髙根颯太君が演じました。人出
が足りませんので、みんなで小道具を出したり、片付け
たりしながら、音楽に合わせて、セリフを言ったり、歌
ったりしました。また、いわし売りの教頭先生は、昨年 最後に、みんなで｢校歌｣「ふるさと」を歌いました。
に引き続き出演。迷？演技で会場を沸かせました。担任 会場の皆さんも歌っていただきありがとうございまし
の馬渕先生は、音楽と背景の裏方をやって大忙しでした。 た。その後の講評では、太鼓指導の清島建生先生、月

田の吉田茂久区長様、学校評議員の髙木廣子様、源九
郎語り部の髙根千代子様に、たくさんほめていただき
ました。来年度は、｢閉校記念式典｣の中で｢学習発表会｣
を行う予定です。どうぞ最後まで、月瀬小学校の応援
をよろしくお願いいたします。


